八 1 ) 

やせうま たづな か 

長い 影 を 地に ひいて、 痩 馬の 手綱 を 取りながら、 彼 

れは 黙りこくって 歩いた。 大きな 汚い 風呂敷 包と 一緒 

た こ あかんぼう 

に、 章魚の ように 頭ば かリ 大きい 赤坊 をお ぶった 彼 

れの妻 は、 少し 跛 脚 を ひきながら 三、 四 間 も 離れて そ 

の 跡から とぼとぼ とついて 行った。 

せま え ぞ ふ じ 

北海道の 冬 は 空まで 逼 つていた。 蝦夷 富士 といわれ 

る マッカリ ヌ プリの 麓に 続く 胆 振の 大 草原 を、 日本 

海から 内 浦 湾に 吹きぬ ける 西風が、 打ち寄せる 紆濤の 

ように 跡から 跡から 吹き払って いった。 寒い 風 だ。 見 



上げる と 八 合 目まで 雪に な つ た マッカリ ヌ プリ は 少し 

頭 を 前に こごめて 風に 歯向いながら 黙った まま 突立つ 

ていた。 昆布 岳の 斜面に 小さく 集った 雲の 塊 を 眼が け 

て 日 は 沈み かかって いた。 草原の 上に は 一本の 樹木 も 

ま P すぐ 

生えて いなかった。 心細い ほど 真直な 一筋道 を、 彼れ 

と 彼れ の 妻 だけが、 よろよろと 歩く 二 本の 立 木の よう 

に 動いて 行った。 

一 一人 は 言葉 を 忘れた 人の ように いつまでも 黙って 歩 

いば ふしょうぶしょう たち 

いた。 馬が 溺り をす る 時 だけ 彼れ は不性 無性に 立 ど 

まった。 妻 は その 暇に ようやく 追いついて 背の 荷 を 

ゆすり 上げながら 溜 息をついた。 馬が 溺り をす ますと 



二人 はまた 黙って 歩き 出した。 

「ここらお やじ (熊の 事) が 出る ずら」 

四 里に わたる この 草原の 上で、 たった 一度 妻 はこれ 

だけの 事 をい つた。 慣れた ものに は 時刻と いい、 

所柄と いい 熊の 襲来 を 恐れる 理由が あった。 彼れ は 

いまいま しそうに 草の 中に 唾 を 吐き捨てた。 

草原の 中の 道が だんだん 太くな つ て 国道に 続く 所 ま 

で 来た 頃に は 日 は 暮れて しまって いた。 物の 輪郭が 

まるみ 

円味 を 帯びずに、 堅い ままで 黒ずん で 行く こちん とし 

た 寒い 晩秋の 夜が 来た。 

う き 

着物 は 薄かった。 そして 二人 は 餓え 切って いた。 妻 



もい いそうな 顔 を 妻の 方に 向けて 置いて、 歩きながら 

帯 をし め 直した。 良人の 顔付きに は 気 も 着かない ほど 

眼 を 落した 妻 は 口 を だら りと 開けた まま 一 切 無頓着で 

ただ 馬の 跡に ついて 歩いた。 

まち はず あきや 

K 市街地の 町 端れ に は 空 屋が四 軒まで ならんで いた。 

どくろ 

小さな 窓 は 髑髏の それの ような 真暗な 眼 を 往来に 向け 

て 開いて いた。 五軒 目に は 人が 住んで いたが うごめく 

人影の 間に 囲 炉裡の 根 粗朶が ちょろちょろと 燃える の 

ていてつ や 

が 見える だけだった。 六 軒 目に は 蹄鉄 屋 があった。 怪 

しげな 煙 筒から は 風に こきおろされた 煙の 中に まじ つ 

ようろ ひぐち 

て 火花が 飛び散つ ていた。 店 は 熔炉の 火口 を 開いた よ 



虫 唾が 走った。 それ も 百姓に 珍ら しい 長い 顔の 男で、 

禿げ 上った 額から 左の 半面に かけて 火傷の 跡が てらて 

したまぶた 

らと 光り、 下瞼が 赤く べっかん こ をして いた。 そし 

くちびる 

て 唇 が 紙の ように 薄かった。 

帳場と 呼ばれた 男 は その 事なら 飲み込め たという 風 

うわめ にら にら き ただ 

に、 時々 上 眼で 睨み 睨み、 色々 な 事 を 彼れ に 聞き 轧し 

みのがみ こまごま 

た。 そして 帳場 机の 中から、 美 濃 紙に 細々 と 活字 を 

刷った 書類 を 出して、 それに 広 岡 仁 右衛門と いう 彼れ 

の 名と 生れ 故郷と を 記入して、 よく 読んで から 判 を 押 

せとい つて 二通 つき出した。 仁 右衛門 (これから 彼れ 

もと あきめくら 

という 代りに 仁 右衛門と 呼ぼう) は 固より 明 盲 だつ 



か を 知らなかった。 

よろ あんばい 

「それじゃ 帳場さん 何分 宜し ゆう 頼む がに、 塩梅よう 

親方の 方に もい うてな。 広 岡さん、 それじゃ 行く ベえ 

、p .P 

かの。 何と まあ 孩 児の 痛ましく さかぶ ぞい。 じゃま あ 

おやすみ」 

彼れ は 器用に 小 腰 を かがめて 古い 手 提飽と 帽子と を 

すそ ふるぐつ 

取上げた。 裾 を からげ て 砲兵の 古靴 を はいている 様子 

は 小作人と いうよりも 雑穀 屋の 鞘取りだった。 

戸 を 開けて 外に 出る と 事務所の ボン ボン 時計が 六 時 

を 打った。 び ゆうび ゆうと 風 は 吹き募つ ていた。 赤坊 

の 泣く のに 困 じ 果てて 妻 は ぼ つりと 淋しそう に 



「腐 孩子！ 乳首 食いち ぎる に」 

けん どん ふところ しおせん ベ い 

妻は慳 貪に こういって、 懐 から 塩煎餅 を 三枚 出し 

て、 ぼりぼりと 嚙 みくだいて は 赤坊の 口に あてがった。 

「俺ら がに も 越せ」 

えんぴ 

いきなり 仁 右衛門が 猿臂 を 延ばして 残り を 奪い取ろ 

うとした。 二人 は 黙った ままで 本気に 争った。 食べる 

ものと いつ て は 三枚の 煎餅し かないの だから。 

L こわ. 1J: 

「白痴」 

吐き出す ように 良人が こうい つ た 時 勝負 はき ま つ て 

いた。 妻 は 争い 負けて 大部分 を 掠奪され てし まった。 

た むさぼ 

一 一 人 はまた 押 黙 つ て 闇の 中で 足しない 食物 を 貪 リ 



うるし ごと 

だ。 漆の ような 闇が 大河の 如く 東へ 東へ と 流れた。 

マッカリ ヌ プリの 絶 巔の雪 だけが 燐光 を 放って かすか 

に 光って いた。 荒ら くれた 大きな 自然 だけが そこに 

よみがえ 

甦った。 

こうして 仁 右衛門 夫婦 は、 何処から ともなく K 村に 

現われ出て、 松 川 農場の 小作人に なった。 

(二) 

仁 右衛門の 小屋から 一 町 ほど 離れて、 K 村から 

くつち やん みち ぞ 

倶知 安に 通う 道路 添いに、 佐 藤 与 十と いう 小作人の 小 



屋 があった。 与 十と いう 男 は 小柄で 顔色 も 青く、 何年 

とし か い 

たっても 齢 を とらないで、 働き も 甲斐な そうに 見えた 

が、 子供の 多い 事 だけ は 農場 一だった。 あすこの 噚 

は 子種 をよ そから 貰つ てで もい るんだ ろうと 農場の 若 

じょ-つ だん 

い 者な どが 寄る と 戯談を 言 い 合った。 女房と 言う の 

さけ ぐら 

は 体の がっしりした 酒 喰いの 女だった。 大人 数な ため 

に 稼いでも 稼いでも 貧乏して いるので、 だら しのない 

汚い 風 はして いたが、 その 顔付き は 割合に 整って いて、 

せま いんとう たた 

不思議に 男に 逼る 淫蕩な 色を湛 えていた。 

仁 右衛門が この 農場に 這ん つた 翌朝 早く、 与 十の 妻 

あわせ そでな 

は 袷 一 枚に ぼろぼろの 袖無し を 着て、 井戸 —— といつ 



みそ だる あかさび うわみ ず 

て も 味噌 樽 を 埋めた のに 赤鏽の 浮いた 上層 水が 四 分 目 

ほど 溜って る —— の 所で ァネ チヨ コ といい 慣ゎ された 

舶来の 雑草の 根に 出来る 薯を 洗って いると、 そこに 一 

人の 男が の そりと やって来た。 六尺 近い 背 t を 少し 前 

つちけいろ 

こごみ にして、 営養 の 悪 い 土気色の 顔が 真直に 肩 の 上 

に 乗って いた。 当惑した 野獣の ようで、 同時に 何 所 か 

わるがしこ 

奸譎 い 大きな 眼が 太い 眉の 下で ぎろ ぎろ と 光って い 

た。 それが 仁 右衛門だった。 彼れ は 与 十の 妻 を 見る と 

ちょ つ と 

一 寸 ほほえましい 気分に なって、 

「おつか あ、 火種べ あったら ちょっぴり 分けて くれず 

に」 



くめて しま つ た。 

きも めんこ 

「そうれ まんだ 肝べ 焼ける か。 こう 可愛がられても 肝 

めんこ けだもの われ いんま 

ベ 焼ける か。 可愛い 獣 物 ぞい 汝は。 見ずに。 今にな 

俺ら 汝に 絹の 衣装べ 着せて こす ぞ。 帳場の 和郎 (彼れ 

は 所 きらわず 唾 を はいた) が 寝言べ こく 暇に、 俺ら 親 

方と 膝 つきあわして 話して 見せる かんな。 白痴 奴。 俺 

らが事 誰れ 知る もんで。 汝ゃ 可愛い ぞ。 心から 可愛い 

ぞ。 宜し。 宜し。 汝ゃ これ 嫌いで なかん ベ さ」 

へ ぎ 

といいながら 懐から 折 木に 包んだ 大福 を 取 出して、 そ 

い き 

の 一 つ をぐ ちゃぐ ちゃに 押しつ ぶして 息 気の つまる ほ 

ど 妻の 口に あてがつ ていた。 



(三) 

あげく 

から 風の 幾日も 吹きぬ いた 挙句に 雲が 青空 を かき 乱 

みぞれ 

しはじめた。 霎と 日の 光と が 追いつ 追われつ して、 

やがて 何 所から ともなく 雪が 降る ようになった。 仁 右 

すき お ザ .一 

衛 門の 畑 はそう なる までに 一 部分し か 鋤 起されな かつ 

あきまき ま 

たけれ ども、 それでも 秋播 小麦 を播 きつける だけの 地 

かげ ひと ふゆ ぶん 

積 は 出来た。 妻の 勤労のお 蔭で 一 冬 分の 燃料に も 

さしつかえ ただ 

差 支ない 準備 は 出来た。 唯 困る の は 食料だった。 馬 

の 背に 積んで 来た だけで は 幾日 分の 足しに もなら な 



くそ くら 

を 眺め やって 糞で も 喰えと 思った。 未来の 夢が はっき 

りと 頭に 浮んだ。 三年 経った 後に は 彼れ は 農場 一 の 

y お， 一 さく 

大小 作だった。 五 年の 後に は 小さいながら 一箇の 独立 

した 農民だった。 十 年 目に はかなり 広い 農場 を 譲リ受 

けて いた。 その 時 彼れ は 三十 七だった。 帽子 を 被って 

二重 マント を 着た、 護謨 長靴ば きの 彼れ の 姿が、 自分 

ながら 小 恥し いように 想像され た。 

た ね まき どき く まざ さ 

とうとう 播種 時が 来た。 山火事で 焼けた 熊笹の 葉が 

真黒に こげて 奇跡の 護符の ように 何 所から ともなく 

降って 来る 播種 時が 来た。 畑の 上 は 急に 活気だった。 

市街地に も 種物 商 や 肥料 商が 入 込んで、 たった 一軒の 



をして いた 笠 井 は、 おどかし つける つもりで 見廻り に 

もと かし 

来たの だった。 彼れ は 固より 樫の 棒 位の 身 じたく はし 

ていたが、 相手が 「まだ か」 では 口 もき けない ほど 縮 

んで しま つ た。 

ゎリ お あいびき 

r 汝ゃ 俺ら が 媾曳の 邪魔べ こく 気 だな、 俺ら がする 事 

われ 

に 汝が手 だし はいん ねえ だ。 首 ねっこべ ひんぬ かれん 

な」 

い き 

彼れ の 言葉 はせ き 上る 息 気 の 間に 押し ひしゃ げられ 

てがら がら 震えて いた。 

「そり や 邪推 じ やが なお 主」 

しさい 

と 笠 井 は 口早に そこに 来 合せた 仔細と、 丁度い い 機会 



たちけ うち 

帳場 は 立 毛の 中に 押収して しまう。 従って 市街地の 商 

うわまえ くいしろ 

人から は 眼の 飛び出る ような 上前 を はねられて 食 代 を 

買わねば ならぬ。 だから 今度 地主が 来たら 一 同で 是非 

とも 小作料の 値 下 を 要求す るの だ。 笠 井 は その 総代に 

なって いるの だが 一 人で は 心細い から 仁 右衛門 も 出て 

力に なって くれと いうので あった。 

「白痴な ことこくな てえば。 ニ両ー 一貫が 何 高値い ベ。 

われ まねっ^ し かせ 

汝 たちが 骨 節 は 稼ぐ ように は 造って ねえの か。 親方 

に は 半 文の 借り もした 覚え はねえ からな、 俺ら その 

公事に は 乗ん ねえ だ。 汝 先ず 親方に ベな つて 見べ し。 

ここの がよりも 欲に かかる ベえ に。 …… 芸も ねえ 事に 



ら 争った。 彼れ はとう とう女 を 取 逃がした。 はね 起き 

て 追いに かかる と 一目散に 逃げた と 思った 女 は、 反対 

に 抱きついて 来た。 二人 は 互に 情に 堪えかね てまた 

殴ったり 引搔 いたりした。 彼れ は 女の たぶ さ を 摑んで 

道の 上 を ずるずる 引 張って 行った。 集会所に 来た 時 は 

二人とも 傷 だらけに なって いた。 有頂天に なった 女 は 

一 塊の 火の 肉と な つ て ぶるぶる 震えながら 床の 上に 

ぶつ 倒れて いた。 彼れ は 闇の 中に 突っ立ちながら 焼く 

ような 昂奮の ためによ ろめいた。 

(四) 



春の 天気の 順当で あつたのに 反して、 その 年 は 六月 

いんう かんばつ 

の 初めから 寒気と 淫雨と が 北海道 を 襲って 来た。 旱魃 

ききん 

に 饑饉な しとい ぃ慣 わした の は 水田の 多い 内地の 事で、 

畑ば かりの K 村 なぞ は 雨の 多い 方 はま だ 仕 やすいと し 

たもの だが、 その 年の 長雨に は 溜息 を 漏さない 農民 は 

なかった。 

ほ つたて ごや 

森 も 畑 も 見渡す かぎり 真青に な つ て、 掘 立 小屋ば か 

しぐれ 

リが色 を 変えずに 自然 をよ ごして いた。 時雨の ような 

にびいろ とめど 

寒 い 雨が 閉ざ し 切った 鈍色の 雲から 止途 なく 降り そ そ 

ひくみ あぜみち 

いだ。 低 味の 畦 道に 敷なら ベた スリッパ 材 はぶかぶ か 



下げた ように 雨に よれて、 その 先き から 水滴が 絶えず 

落ちて いた。 馬の 背から は 水蒸気が 立 昇った。 戸 を 開 

けて 中に^ 入る と 馬車 追い を 内職に する 若い 農夫が 三 

たきび 

人 土間に 焚火 をして あたって いた。 馬車 追い をす る 位 

の 農夫 は 農夫の 中で も 冒険 的な 気の 荒い 手 合だった。 

彼ら は 顔に あたる 焚火の ほて リを手 や 足 を 挙げて 防ぎ 

ばくと 

ながら、 長雨に つけこんで 村に 這 入って 来た 博徒の 群 

ま あ 

の 噂 をして いた。 捲き 上げよう として 這入り込 みなが 

ら散々 手 を 焼いて 駅亭 から 追い立てられて いるよう な 

事 もい つた。 

「お前 も 一 番 乗って 儲かれ や」 



右衛門 は 「待て」 といって 呼びと めた。 振 向いた 子供 

たち は 「まだ か」 の 立って いるの を 見る と 三人と も 恐 

ろし さに 顔の 色 を 変えて しまった。 殴りつ けられる 時 

する ように 腕 を まげて 目八分の 所に やって、 逃げ出す 

事 もし 得ないで いた。 

わら しづれ なじよう ひ と 

「童子 連 は 何条い うて 他人の 畑 さ 踏み込んだ。 百姓の 

がき こ 

餓鬼 だに 畑のう 大事が る 道 知ん ねえ だな。 来う」 

仁王 立ちに な つ て 睨みす えながら 彼れ は 怒鳴 つ た。 

子供た ち はもう おびえる ように 泣き出しながら 恐ず 恐 

ず 仁 右衛門の 所に 歩いて 来た。 待ち かまえた 仁 右衛門 

.P ま. お 

の 鉄拳 はいきな リ 十一 一 ほどになる 長女の 痩せた 頰をゅ 



(ここで 彼れ は 一同 を 見渡した 様子だった)。 『万国 心 

を あわせてな』 と 天理教のお 歌 様に も ある 通り、 定まつ 

た 事 は 定まった ように せんとな らん じ やが、 多い 中 

じ やに 無理 もない ような ものの、 亜麻な ど を 親方、 ぎよ 

うさん つけた もの もあって、 まこと 済まん 次第 じ やが 

無理が 通れば 道理 も ひっこみ よるで、 なり ま せんじゃ 

もし」 

仁 右衛門 は 場規も かまわず 畑の 半分 を 亜麻に してい 

た。 で、 その 言葉 は 彼れ に対する あてこすりの ように 

聞こえた。 

よこしま もの 

「今日な ども 顏を 出しよ らん 横道 者 もあります じ やで 



…：- J 

仁 右衛門 は 怒りの ために 耳が かァん となった。 笠 井 

はま だ 何 か 滑らかに しゃべ つ ていた。 

場 主が まだ 何 か 訓示め いた 事 をい うらし かった が、 

やがて ざわざわと 人の 立つ 気配が した。 仁 右衛門 は 

いき うか 

息 気 を 殺して 出て 来る 人々 を 窺が つた。 場 主が 帳場と 

かさ 

一緒に、 後から 笠 井に 傘 を さしかけさせて 出て 行った。 

きた がんじょう 

労働で 若年の 肉 を 鍛えたら しい 頑丈な 場 主の 姿 は、 

何 所 か 人 を 憚から した。 仁 右衛門 は 笠 井 を 睨みながら 

見送った。 やや 暫 らくす ると 場内から 急に くつろいだ 

談笑の 声が 起った。 そして 二、 三人ず つ 何 か談リ 合い 



ん坊を 背負って、 早口に いい 募って いた。 顔 を 血 だら 

けにして 泥 まみれに なった 佐 藤の 跡から 仁 右衛門が 這 

入って 来る の を 見る と、 佐 藤の 妻 は 訳 を 聞く 事 もせず 

か くちびる 

にがた がた 震える 歯 を嚙み 合せて 猿の ように 唇 の 間 

からむ き 出しながら 仁 右衛門の 前に 立ちはだかつ て、 

飛び出し そうな 怒りの 眼で 睨みつ けた。 物が いえな 

かった。 いきなり 火箸 を 振 上げた。 仁 右衛門 は 他愛 も 

なく それ を 奪い取った。 嚙 みっこう とする の を 押しの 

けた。 そして 仲裁者が 一 杯 飲もうと 勧める の も 聴かず 

に 妻 を 促して 自分の 小屋に 帰って 行った。 佐 藤の 妻 は 

す +5 だし ま リ フユ— リ— 

素 跣の まま 仁 右衛門の 背に 罵詈 を 浴せ ながら 怒 精 の 



博徒ら の 張って いた 賭場 を さして 彼の 足 はしょう 事な 

しに 向いて 行った。 

(五) 

よくこれ ほど ある もんだ と 思わせた 長雨 も 一 力 月 ほ 

ど 降り続いて 漸く 晴れた。 一足飛びに 夏が 来た。 

何時の 間に 花が 咲いて 散った のか、 天気に なって 見る 

と 林の 間にある 山桜 も、 辛夷 も 青々 とした 広 葉に なつ 

ていた。 蒸 風呂の ような 気持ちの 悪い 暑さが 襲って 来 

て、 畑の 中の 雑草 は 作物 を 乗り こえて 萚 のように 延 



つ つ けん どん 

仁 右衛門 は突慳 貪に こういい 放った。 彼れ の 前に あ 

るお きて は 先ず 食う 事だった。 

彼れ は ある 日 亜麻の 束 を 見上げる ように 馬力に 積み 

くつち やん 

上げて 倶知 安の 製 線 所に 出かけた。 製 線 所では 割合に 

斤目 をよ く 買って くれた ばかりでなく、 他の 地方が 不 

あま だね たかね 

作な ために 結実がなかった ので、 亜麻 種 を 非常な 高値 

で 引取る 約束 をして くれた。 仁 右衛門の 懐の 中には 手 

取り 百 円の 金が 暖く しまわれた。 彼れ は 畑に まだし こ 

たま 残って いる 亜麻の 事 を 考えた。 彼れ は 居酒屋に 

はい きれい 

這 入った。 そこに は K 村で は 見られな いような 綺麗な 

顔 をした 女 もいた。 仁 右衛門の 酒 は 必ずしも 彼れ をき 



の 戯談が 出る と 女 なぞ は 腹 を かかえて 笑った。 陽が か 

たんものや はで 

げる 頃に 彼れ は 居酒屋 を 出て 反物屋に よ つ て 華 手な モ 

は ぎ こびん 

ス リンの 端切れ を 買った。 また ビ— ルの 小瓶 を 三本と 

あぶらかす く つ ちゃん 

油糟と を 馬車に 積んだ。 倶知 安から K 村に 通う 国道 

やますそ とどまつたい 

は マッカリ ヌ プリの 山裾の 椴 松 帯の 間 を 縫って いた。 

彼れ は 馬力の 上に 安座 を かいて 瓶から 口 うつしに ビ— 

ルを 煽りながら 濁 歌 を こだまに ひびかせて 行った。 幾 

抱え も ある 椴 松 は 羊歯の 中から 真直に 天 を 突いて、 僅 

のぞ 

かに 視 かれる 空に は 昼 月が 少し 光って 見え隠れに 眺め 

られ た。 彼れ は 遂に 馬力の 上に 酔い 倒れた。 物 慣れた 

馬 は 凸凹の 山道 を 上手に 拾いながら 歩いて 行った。 馬 



「早う 内 さ 行くべし。 汝が嬰 子 はおつ 死ぬ ベ えぞ。 赤 

痢 さと ッ つかれた だ」 

といった。 他愛の ない 夢から 一 足 飛びに この 恐ろしい 

現実に 呼び さまされた 彼れ の 心 は、 最初に 彼れ の 顔 を 

高笑いに くずそう としたが、 すぐ 次ぎの 瞬間に、 彼れ 

いちどき 

の 顔の 筋肉 を 一度 気に ひきしめて しまった。 彼れ は 顔 

中の 血が 一 時に 頭の 中に 飛び退い たように 思った。 仁 

右衛門 は 酔いが 一 時に 醒めて しまって 馬力から 飛び 下 

リた。 小屋の 中には まだ 二、 三人 人が いた。 妻 はと 見 

うずくま 

ると 虫の息に 弱った 赤坊の 側に 蹲 つてお いおい 泣い 

*7 るか は A 

ていた。 笠 井が 例の 古鞫を 膝に 引つ けて その 中から 



彼れ は 醜い 泣 声の 中から そう 叫んだ。 

翌日 彼れ はまた 亜麻の 束 を 馬力に 積もうと した。 そ 

はで はぎ 

こに は 華 手な モス リンの 端切れが 乱雲の 中に 現われた 

にじ きた 

虹の ようにし つ とり 朝露に しめった まま 穢 ない 馬力の 

上に しまい 忘られて いた。 

(六) 

狂暴な 仁 右衛門 は 赤坊を 亡くしてから 手が つけられ 

ない ほど 狂暴に なった。 その 狂暴 を 募らせる ように 烈 

しい 盛夏が 来た。 春先き の 長雨 を 償うよう に 雨 は 一 滴 



まった 時には 決勝点が 近かった。 彼れ はいら だってび 

しびし と 鞭 を くれた。 始めは 自分の 馬の 鼻が 相手の 馬 

の 尻と すれすれ になって いたが、 やがて 一 歩 一 歩 一 一頭 

の 距離 は 縮まった。 狂気の ような 喚 呼が 夢中に なった 

彼れ の 耳に も 明かに 響いて 来た。 もう 一息と 彼れ は 

さじ さ 

思った。 II その 時 突然 桟敷の 下で 遊んで いた 松 川 場 

らち は い 

主の 子供が よたよ たと 埒の 中へ 這 入った。 それ を 見た 

笠 井の 娘 は 我れ を 忘れて 龃け 込んだ。 「危 ねえ」 - 

力た す 

観衆 は 一 度に 固 唾 を 飲んだ。 その 時 先頭に いた 馬 は 娘 

の 華 手な 着物に 驚いた のか、 さっと きれて 仁 右衛門の 

馬の 前に 出た。 と 思う 暇 もな く 仁 右衛門 は 空中に 飛び 



上って、 やがて 敲 きつけられる ように 地面に 転がって 

きじょう 

いた。 彼れ は 気丈に も 転がりながら すっくと 起き 上つ 

た。 直ぐ 彼れ の 馬の 所に 飛んで 行った。 馬 はま だ 起き 

ていなかった。 後趾で 反動 を 取って 起きそう にして は、 

前脚 を 折って 倒れて しまった。 訓練の ない 見物人 は 

潮 のように 仁 右衛門と 馬との まわりに 押 寄せた。 

仁 右衛門の 馬 は 前脚 を 二足と も 折って しま つていた。 

ぼんやり ふしぎ そ う 

仁 右衛門 は惘 然した まま、 不思議 相な 顔 をして 押 寄せ 

ほ.. B 

た 人波 を 見守 つ て 立 つ てる 外 はな か つ た。 

ていてつ や 

獣医の 心得 も ある 蹄鉄 屋の顔 を 群集の 中に 見出して 

ようやく 正気に 返った 仁 右衛門 は、 馬の 始末 を 頼んで 



すノ J す) 」 と 競馬場 を 出た。 彼れ は 自分 で 何が 何 だ か 

ちっとも 分らなかった。 彼れ は 夢遊病者 のように 人の 

間 を 押 分けて 歩いて 行った。 事務所の 角まで 来る と 何 

みち つか 

という 事な しにい きなり 路の 小石 を 二 つ 三つ 摑んで 入 

ガラス ど みじん 

口の 硝子 戸に たたきつけた。 三枚 ほどの 硝子 は 微塵に 

くだけて 飛び散った。 彼れ は その 音 を 聞いた。 それ は 

しかし 耳 を 押えて 聞く ように 遠くの 方で 聞こえた。 彼 

ゆうゆう 

れは悠 々として また そこ を 歩み 去った。 

彼れ が 気がついた 時には、 何方 を どう 歩いた のか、 

昆布 岳の 下 を 流れる シ リベ シ 河の 河岸の 丸石に 腰かけ 

て ぼんやり 河 面 を 眺めて いた。 彼れ の 眼の 前 を 透明な 



水が 跡から 跡から 同じような 渦紋 を 描いて は 消し 描い 

た わむ 

て は 消して 流れて いた。 彼れ はじつ とその 戯れ を 見 

詰めながら、 遠い 過去の 記憶で も 追うよう に 今日の 出 

すべ ひとごと 

来 事 を 頭の 中で 思い 浮べて いた。 凡ての 事が 他人 事の 

よみがえ 

ように 順序よ く 手に 取る ように 記憶に 甦った。 しか 

し 自分が 放り出される 所まで 来る と 記憶の 糸 はぶつ つ 

り 切れて しまった。 彼れ は そこの 所 を 幾度 も 無関心に 

繰返した。 笠 井の 娘 II 笠 井の 娘 —— 笠 井の 娘が どう 

したんだ —— 彼れ は 自問自答した。 段々 眼が かすんで 

力た ォ 

来た。 笠 井の 娘 …… 笠 井 …… 笠 井 だな 馬 を 片輪に した 

の は。 そう 考えても 笠 井 は 彼れ に 全く 関係の ない 人間 



事が 出来なかった。 

(七) 

ま 

「まだ か」、 この 名 は 村 中に 恐怖 を播 いた。 彼れ の 顔 

とう むかし 

を 出す 所に は 人々 は 姿 を 隠した。 川 森 さえ 疾の 昔に 

仁 右衛門の 保証 を 取消して、 仁 右衛門に 退場 を 迫る 人 

となって いた。 市街地で も 農場 内で も 彼れ に 融通 をし 

ようとい う もの は 一人 も なくなった。 佐 藤の 夫婦 は 幾 

度 も 事務所に 行って 早く 広 岡 を 退場 させて くれな けれ 

ば 自分た ちが 退場す ると 申出た。 駐在 巡査 すら 広 岡の 



家に 過ぎない の だけれ ども、 その 一本の 柱に も 彼れ は 

驚くべき 費用 を 想像した。 彼れ はまた 雪の かきのけて 

ある 広い 往来 を 見て 驚いた。 しかし 彼れ の 誇り はそん 

-P や 

な 事に 敗け てはいまい とした。 動と もす ると おびえて 

胸の 中です くみそう になる 心 を 励まし 励まし 彼れ は 巨 

人の ように 威 丈 高に の そりの そりと 道 を 歩いた。 人々 

は 振 返って 自然から 今 切り取った ばかりの ような この 

男 を 見送った。 

やがて 彼れ は 松 川の 屋敷に 這 入って 行った。 農場の 

事務所から 想像して いたのと は 話に ならない ほどち 

がった 宏大な 邸宅だった。 敷 台 を 上る 時に、 彼れ はつ 



親方 は 人間 じ やない。 彼れ はそう 思った。 そして 唯呆 

れて 黙って 考え こんで しまった。 

そだ い むこう ざ ぼ ろ 

粗朶が ぶしぶ しと 燻ぶる その 向 座に は、 妻が 檻褸に 

つつまれて、 髪 をぼう ぼうと 乱した まま、 愚かな 眼と 

ふしあな 

口と を節孔 のように 開け放して ぼんやり 坐 つていた。 

ひざ 

しんしんと 雪 はとめ 度な く 降り出して 来た。 妻の 膝の 

上に は赤坊 もい なかった。 

ふぶき あくる あさ 

その 晩から 天気 は 激変して 吹雪に なった。 翌朝 仁 

右衛門が 眼 を さます と、 吹き込んだ 雪が 足から 腰に か 

けて 薄ら 積って いた。 鋭い 口笛の ような うなり を 立 

てて 吹き まく 虱 は、 ^,ni をめ きりめき りと ゆすぶり 立 



てた。 風が 小 ffl ぐと 滅入る ような 静か さが 囲炉裡 まで 

せま 

逼 つて 来た。 

仁 右衛門 は 朝から 酒 を 欲した けれども 一 滴 も ありよ 

うはなかった。 寝起きから 妙に 思い入って いるよう 

だった 彼れ は、 何 かの きっかけに 勢よ く 立ち上って、 

斧 を 取上げた。 そして 馬の 前に 立った。 馬 はなつ かし 

げに 鼻先き を つき出した。 仁 右衛門 は 無表情な 顔 をし 

て 口 を も ごも ごさせ ながら 馬の 眼と 眼との 間 をお とな 

しく 撫でて いたが、 いきなり 体 を 浮かす ように 後ろに 

反らして 斧 を 振り上げ たと 思う と、 力ま かせに その 

眉間に 打ち こんだ。 うとましい 音が 彼れ の 腹に 応えて、 



ろび がちに 少しずつ 動いて 行った。 共同墓地の 下 を 通 

る 時、 妻 は 手 を 合せて そっち を 拝みながら 歩いた —— - 

わざとら しい ほど 高い 声 を 挙げて 泣きながら。 一 一人が 

この 村に 這ん つた 時 は 一頭の 馬 も 持って いた。 一人の 

赤坊 もいた。 二人 は それらの もの すら 自然から 奪い 去 

られて しまったの だ。 

その 辺から 人家 は 絶えた。 吹きつける 雪の ためにへ 

し 折られる 枯 枝が ややと もす ると 投槍 のように 襲って 

来た。 吹き まく 風に もまれて 木と いう 木 は 魔女の 髪の 

ように 乱れ 狂った。 

二人の 男女 は 重荷の 下に 苦しみながら 少しず つ 



くつち やん 

倶知 安の 方に 動いて 行った。 

とどま つたい すべ き 

椴 松 帯が 向う に 見えた。 凡ての 樹が裸 かにな つた 中 

に、 この 樹 だけ は 幽鬱な 暗緑の 葉 色 を あらため なかつ 

つ どとう 

た。 真直な 幹が 見渡す 限り 天を衝 いて、 怒濤の ような 

風の 音 を 籠め ていた。 二人の 男女 は 蟻の ように 小さく 

その 林に 近づいて、 やがて その 中に 呑み込まれ てし 

まった。 

かくひつ 
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